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次
の
ペ
ー
ジ
は「
３
月
定
例
会
議 

一
般
質
問
」

災害に備えた水道施設からの安定した水の確保誰一人取り残さない防災対策

町政のそこが聞きたい

３月定例会議の一般質問には、９人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

一  般  質  問

３月定例会議 一般質問

　一般質問は、議員個人が町の事務の執行状況や将来に
対する考え方などを町長などに求め、町が住民のための
適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。
　年４回開催される定例会議（６月、９月、12月、３月）
で一般質問することができます。

中
な か

田
た

智
ち

惠
え

子
こ

 議員

立
た ち

川
か わ

美
み

穂
ほ

 議員 常
じょうつう

通直
な お

人
ひ と

議員

１　水道施設（ポンプ場及び管路）のこれまでの耐震化の実績と考え方は？

２　地震に強いとされる耐震管の普及率の目標値と目標達成時期の考え方は？
１�　障害者とその家族がちゅうちょすることなく避難行動をとるためのルール運
用の検討は？
２　個別計画の現状と課題、今後の展望は？

１　乳児の災害時支援体制及び栄養確保対策の現状と課題、今後の取組は？
２　防災トイレの現状と課題、今後の取組は？
３　災害時における口腔衛生対策の現状と課題、今後の取組は？

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

中
田
智
惠
子

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

立
川　

美
穂　

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

常
通　

直
人

１�　国の定めるガイドラインに基づき避難行動原則を定め、指定避難場所への移
動を原則としているが、現行の避難行動原則では、要配慮者が最初から移動で
きる避難所となっていません。今後は福祉避難所の指定の拡充、防災体制の整
備と受入れの可能性の検討・検証を進めます。
２�　町内会として個別計画を作成しているのは３町内会であり、個別に支援が必
要な方が存在する全ての町内会で個別計画を作成していないことが課題であり
ます。今後は様々な場面で地域の課題を聞き取りながら、個別計画を作成する
地域が少しでも増えるよう努力します。

１�　保健師などによる相談支援体制の構築や生活必需品の備蓄、アレルギー対応
の白がゆや粉ミルクを計画的に備蓄しています。体温保持や衛生面による健康
維持が課題であり、今後は実際の対応事例も調査しながら検討します。
２�　薬剤で固めて捨てる簡易トイレの備蓄や仮設トイレをレンタル資機材の協定
先に要請して設置する考えであり、レンタル資機材の設置に係る時間や必要数
量の確保が課題であります。今後は広域でのトイレの対応等様々な情報を収集
しながら防災トイレの確保・整備に取り組みます。
３�　高齢者の方は免疫力が低下しやすい状態であり、誤嚥性肺炎の危険性が高く
なることから、歯ブラシなど衛生用品の確保が課題であり、口腔衛生の認識が
広まるよう周知・啓発にも工夫し取り組みます。

１�　耐震管率は５．６％であり、耐震適合率については１１．６％となっており、
今後老朽管対策と耐震化の効果的な推進をはかります。
２�　国が掲げる目標値（令和４年度５０％）としますが、具体的な目標達成時期は
明示できません。

　

大
地
震
等
に
よ
る
被
害
か

ら
免
れ
て
も
、
そ
の
後
の
避

難
生
活
な
ど
で
命
を
落
と
す

ケ
ー
ス
は
災
害
関
連
死
と
呼

ば
れ
、
避
難
場
所
に
お
い
て

健
康
を
保
ち
安
心
し
て
過
ご

す
た
め
の
環
境
改
善
に
は
平

時
の
備
え
が
重
要
で
あ
り
、

女
性
や
高
齢
者
の
声
を
基
に
、

Ｔ
Ｋ
Ｂ（
ト
イ
レ
、キ
ッ
チ
ン
、

ベ
ッ
ド
）の
整
備
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
質
問
で
は
授

乳
室
の
確
保
、
着
替
え
用
ス

ペ
ー
ス
等
の
対
応
と
し
て
、

マ
ル
チ
テ
ン
ト
等
を
備
え
、

出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
の
改
善

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

確
認
出
来
ま
し
た
。
乳
児
の

災
害
用
液
体
ミ
ル
ク
と
、
高

齢
者
の
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ

た
め
の
口
腔
衛
生
の
対
応
策

に
つ
い
て
、
前
向
き
な
答
弁

を
頂
き
安
心
し
て
い
ま
す
。

改
め
て
自
助
・
共
助
・
公
助

の
そ
れ
ぞ
れ
が
備
蓄
に
つ
い

て
啓
発
と
整
備
の
努
力
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
、
指
定
さ
れ
た
避

難
所
で
過
ご
す
こ
と
が
難
し

い
方
の
た
め
に
、
町
は
町
内

事
業
所
と
協
定
を
結
び「
福

祉
避
難
所
」を
指
定
し
て
い

ま
す
が
、
発
災
後
は
先
ず
は

一
般
の
指
定
避
難
所
へ
移
動

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
で
は「
可
能
で
あ
れ
ば

直
接
福
祉
避
難
所
に
移
動
し

た
い
」と
い
う
保
護
者
会
か

ら
の
声
を
長
年
い
た
だ
い
て

き
た
こ
と
か
ら
今
回
質
問
テ

ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。
町
長
か
ら
は
前
向
き
な

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
国

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
で
も
避

難
所
開
設
を
担
う
事
業
所
の

機
能
強
化
に
対
す
る
自
治
体

支
援
に
は
、
防
災
関
連
の
交

付
金
の
対
象
と
な
る
こ
と
な

ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
合
理
的
な
対
策
が
図
ら

れ
る
よ
う
今
後
も
注
視
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
の
際
に
支
援

が
必
要
な
方
に
対
す
る「
共
助
」

の
た
め
の「
個
別
計
画
」策
定

に
は
町
内
会
等
の
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
チ
カ
ラ
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
こ
の
事
も
重
要

課
題
と
し
て
私
も
調
査
研
究

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
一
般
質
問
は
、
平

常
時
何
気
な
く
使
用
し
て
い

る
飲
用
水
等
の
生
活
水
の
有

難
さ
、
そ
し
て
大
規
模
地
震

や
大
規
模
火
災
な
ど
の
非
常

時
に
は
生
活
用
水
や
消
火
水

利
な
ど
な
く
て
は
な
ら
な
い

「
水
」の
重
要
性
を
改
め
て
確

認
し
、
そ
の
た
め
に
は
長
期

間
の
断
水
が
発
生
し
な
い
よ

う
耐
震
化
率
の
低
い
送
水
管

(

管
路)

の
耐
震
化
に
つ
い
て
、

町
の
見
解
を
伺
い
ま
し
た
。

管
路
の
耐
震
化
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
町
も
十
分
に
認
識

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
の
で
、
重
要
と
思
わ
れ

る
箇
所
に
お
い
て
は
優
先
的

に
耐
震
化
を
実
施
し
、
今
後

と
も
本
町
の「
水
」を
確
保
す

る
よ
う
し
っ
か
り
と
整
備
を

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

手島 町長

手島 町長

手島 町長

災害時における衛生的な生活環境の確保



鈴
す ず

木
き

健
た け

充
み つ

 議員 堀
ほ り

切
き り

　忠
ただし

 議員

正
ま さ

村
む ら

紀
き

美
み

子
こ

 議員 小
お

笠
か さ

原
わ ら

等
ひとし

 議員

１　転入超過数増に寄与したと考える子育て支援策は？
２　�子育て支援策における人口増に寄与したと評価する主な事業の現状と課題、

今後の展望は？

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

鈴
木　

健
充

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

堀
切　
　

忠

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　

正
村　

紀
美
子　

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

小
笠
原　

等

１�　性的マイノリティであることや、性別、年齢、国籍や信条、障害の有無などによるあ
らゆる差別による人権侵害はあってはならないことであり、深刻な社会問題であります。
２�　相談窓口は設置していないが、専門機関等の紹介や周知を行い、また、居場所づくりの
必要性については、どのような課題があるかを見極めた上で、必要な取組を検討します。
３　地域以外による管理運営も含め対策を検討しています。

１�　事業実施の受皿は各分野の民間事業者の方であり、町の役割は民間事業者の方の後方
支援です。
２�　観光物産協会などが中心となって事業を進め、将来的に芽室版観光ＤＭОなども担い
手として想定しています。町の役割てして、事業者間の調整や担い手の安定的な確保も
重要です。

１　�新嵐山スカイパーク再生にむけてグランドデザイン（全体的な構想）を策定す

る中で、町として利活用を進めるエリア、民間事業者が利活用を進めるエリ

アを決定します。並行して普通財産への移行し、貸付や売却についても検討

します。

１�　本町独自の発達支援システムの推進や教育環境の整備、子育て世帯を対象と
したマイホーム取得への支援など多岐にわたるサービスを総合的に評価・支持
いただいたものです。
２�　取組の多くは、専門職人材の確保が前提であり、安定的な人材確保の継続が
最大の課題です。今後の展望は、現在実施している取組をブラッシュアップし、
求められる新たな取組にも着手します。

　

観
光
事
業
に
お
け
る
町
の

役
割
は
、
町
民
・
町
・
民
間

事
業
者
な
ど
地
域
が
一
体
と

な
り
観
光
振
興
の
基
本
理
念

に
基
づ
き
、
観
光
振
興
を
進

め
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

る
こ
と
で
観
光
に
対
す
る
基

本
理
念
が
で
き
ま
す
。
町
の

考
え
る
目
指
す
姿（
ビ
ジ
ョ
ン
）

と
は
、「
住
む
人
も
訪
れ
る
人

も｛
い
い
気
分
｝に
な
れ
る
観

光
」で
す
。

　

芽
室
町
に
住
ん
で
い
る
人

が
観
光
に
つ
い
て
、
よ
り
魅

力
的
に
語
れ
る
よ
う
な
自
然

景
観（
新
嵐
山
展
望
台
な
ど
）・

自
然
環
境
を
満
喫
す
る
体
験

（
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
農
業
体

験
な
ど
）・
自
慢
の
で
き
る

観
光
施
設（
こ
れ
か
ら
の
新

嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
）・
地

域
食
材
を
利
用
し
た
食
事
の

楽
し
さ
・
お
土
産
を
選
ぶ
・

イ
ベ
ン
ト
を
観
て
参
加
す
る

（
各
種
イ
ベ
ン
ト
）・
人
と
触

れ
合
う
等
々
、「
芽
室
町
民
が
、

楽
し
く
輝
い
て
い
る
こ
と
が

観
光
を
考
え
る
原
点
」と
思

い
ま
す
。

　
「
憲
法
は
同
性
間
の
婚
姻

に
つ
い
て
異
性
間
と
同
じ
程

度
に
保
障
し
て
い
る
」。
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
が
国

を
相
手
に
争
っ
て
い
る
訴
訟

で
、
３
月
14
日
札
幌
高
裁
が

画
期
的
な
判
断
を
示
し
ま
し

た
。「
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ

ル
の
結
婚
を
認
め
な
い
の
は

違
憲
」と
明
確
に
し
た
初
の

判
断
で
す
。
政
府
や
国
会
は
、

判
決
を
重
く
受
け
止
め
、
婚

姻
の
平
等
を
図
る
法
制
化
を

急
ぐ
べ
き
で
す
。
法
制
化
さ

れ
る
ま
で
は
、
自
治
体
と
し

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

を
導
入
し
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
方
た
ち
の
権
利
を
保

障
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
た
ち
が
声
を
上
げ
や
す
い

環
境
づ
く
り
、
居
場
所
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の

土
地
利
用
は
、
こ
れ
ま
で
も

議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。
旧

運
動
広
場
や
旧
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、
新
嵐

山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
目
的
で

あ
る
町
民
の
健
康
増
進
お
よ

び
観
光
振
興
と
い
う
目
的
で

民
間
事
業
者
が
開
発
す
る
エ

リ
ア
と
す
る
こ
と
で
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
以
外
の
民
間
事
業
者

参
入
が
可
能
と
な
り
、
新
た

な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
で
き
る

と
考
え
ま
し
た
。
町
長
は
あ

く
ま
で
も「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
策
定
中
に
検
討
す
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
が
、
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
を
待
た

ず
と
も
表
明
し
、
議
論
を
重

ね
る
時
間
的
余
裕
を
持
つ
べ

き
で
す
。

　

今
後
は
新
嵐
山
再
生
に
か

か
わ
る
具
体
的
な
金
額
が
提

示
さ
れ
ま
す
。
関
係
人
口
、

交
流
人
口
の
意
義
は
理
解
し

ま
す
が
、
ま
ず
は「
投
資
」で

は
な
く
町
民
の
福
祉
向
上
の

た
め
の「
整
備
」を
着
実
に
実

行
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
私
が『
子
育
て
支
援

政
策
』に
つ
い
て
一
般
質
問

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

ち
ょ
う
ど
国
の
人
口
動
態
報

告
の
数
字
が
発
表
さ
れ
て
本

町
が
転
入
超
過
と
な
り
、
少

子
化
対
策
に
追
い
風
が
吹
い

て
い
る
時
な
の
で
、
近
い
未

来
の
街
づ
く
り
の
為
に
こ
の

勢
い
を
何
と
か
加
速
化
さ
せ

ら
れ
な
い
か
と
考
え
た
か
ら

で
す
。

　

た
だ
し
、
考
え
れ
ば
考
え

る
程
大
変
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

且
つ
ス
ピ
ー
ド
感•

危
機
感

を
持
っ
て
政
策
を
実
行
し
て

い
く
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
支
援
策
に
加
え
、

若
い
人
達
が
安
心
し
て
結
婚

出
来
、
子
供
を
育
て
ら
れ
る

環
境
を
作
る
町
の
体
制
を
創

出
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
痛

感
し
ま
し
た
。

　

行
政•

議
会
そ
し
て
町
民

が
揃
っ
て『
本
気
度
』を
持
っ

て
対
応
す
る
事
が
不
可
欠
だ

と
も
感
じ
ま
し
た
。

誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の実現に向けて／地域集会施設の再整備計芽室町観光ビジョン

新嵐山スカイパーク用地における行政と民間の役割の明確化 人口動態から展望する今後の子育て支援政策

次
の
ペ
ー
ジ
は「
定
例
会
議
」「
補
正
予
算
」「
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
」

次
の
ペ
ー
ジ
は「
３
月
定
例
会
議 

一
般
質
問
」「
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
経
営
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」「
４
月
の
委
員
会
活
動
報
告
」「
視
察
対
応
」

手島 町長

手島 町長
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１　観光政策の推進にあたり、町と民間の役割分担及び双方が発揮すべき機能は？

２　広域連携による観光施策の推進にあたり、事業手法に係る基本姿勢は？

１　ＬＧＢＴＱなど性的マイノリティについての認識は？
２　相談窓口の設置、周知、居場所づくり等の必要性は？
３　地域集会施設における管理人のなり手不足への対応は？

１　�旧運動広場や旧オートキャンプ場跡地は、民間事業者が開発できるエリア（普
通財産）にしてはいかがか？

手島 町長

手島 町長



次
の
ペ
ー
ジ
は「
定
例
会
議
」「
補
正
予
算
」「
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
」

次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
白
書
」「
６
月
定
例
会
議
の
ご
案
内
」「
表
紙
の
写
真
」「
編
集
後
記
」

手島 町長
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菊
き く

池
ち

秀
ひ で

明
あ き

 議員

渡
わ た

辺
な べ

洋
よ う

一
い ち

郎
ろ う

 議員

１　本町における小中一貫教育の意義、目的は？
２�　出生数の減少による教育行政の課題と展望、芽室町立小中学校配置計画の展
望は？

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　
　

菊
池　

秀
明

一
般
質
問
を
終
え
て

　
　

渡
辺　

洋
一
郎

１�　令和２年度の再生エネルギー導入による二酸化炭素排出削減量は１万7,107と目標値
8,800トンを大きく上回り、早期にビジョンを策定し取組を進めた成果と認識しています。
２�　現在、芽室町地球温暖化防止実行計画（区域施策編）を策定中であり、公共施設におけ
る省エネルギー化の推進、町民・事業者と連携したゼロカーボンの取組、新たな再生可
能エネルギーの構築・利用が課題です。将来ビジョンについては、地球温暖化防止実行
計画を具体的取組の基本・中心として位置づけ、ゼロカーボン化に向けて努力します。

１�　コミュニティ・スクールの取組を基盤として、３つの中学校区の小・中学校を１つの
学園として捉え、系統性・連続性を重視した義務教育９年間の一貫性のある教育を推進
することにより、学力・体力の向上や中１ギャップの解消等を図る中で、次代を担う子
どもたちに自ら未来を創り、拓く力を育むことが目的です。
２�　上美生中学校における単式３学級の維持が困難となり、中学校の部活動の地域移行が
課題であり、新年度以降は協議会の中で具体的な対応策等を検討します。小中学校配置
計画の展望は、上美生中学校が複式学級となった場合の教育活動への影響や特認校制度
の導入の検討等を行い、１０年先を見据えながら令和８年度中に小中学校配置計画を決
定します。

　

今
回
の
一
般
質
問
で
は
、

本
町
に
お
け
る
今
ま
で
の
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
取
組

に
つ
い
て
の
成
果
の
深
堀
と
、

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
質
問

を
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に

各
種
再
エ
ネ
手
法
の
検
討
と

導
入
が
し
っ
か
り
と
な
さ
れ

て
き
た
こ
と
を
再
確
認
で
き

ま
し
た
。
ま
た
Ｃ
ｏ
２
排
出

抑
制
の
取
組
と
合
わ
せ

て
”カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
”

の
考
え
や
”景
観
法
”等
を
活

用
し
意
図
し
な
い
再
エ
ネ
施

設
の
乱
立
を
未
然
に
防
ぐ
考

え
も
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
目
的
と
し

て
Ｃ
ｏ
２
の
排
出
抑
制
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
前
提
と
し

て
住
民
の
福
祉
向
上
に
繋
が

ら
な
け
れ
ば
意
味
の
な
い
も

の
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き

町
の
再
エ
ネ
に
関
す
る
取
組

が
住
民
の
生
活
を
豊
か
に
し

て
い
く
よ
う
に
進
ん
で
い
く

の
か
注
視
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
な
ぜ「
小

中
一
貫
教
育
」を
行
う
の
か
、

そ
の
意
義
や
目
的
、
課
題
や

展
望
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。
目
的
は「
学
力
・
体
力

の
向
上
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
」と
い
う
こ
と
で
し
た

の
で
、
目
的
が
達
成
さ
れ
る

よ
う
な
取
組
を
望
み
ま
す
。

　

本
町
の
出
生
数
は
減
少
傾

向
で
、
年
間
１
０
０
人
を
切

る
状
況
で
す
。
小
中
学
校
配

置
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
協
議

を
丁
寧
に
行
っ
て
策
定
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
求
め
ま
し

た
。

　

出
生
数
の
減
少
は
あ
り
つ

つ
も
、
統
合
や
義
務
教
育
学

校
の
設
置
あ
り
き
で
は
な
く
、

町
民
の
声
を
聴
き
、
丁
寧
な

地
域
協
議
、
合
意
形
成
を
経

な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

何
よ
り
も
こ
の
町
に
住
む

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と

健
や
か
に
学
べ
る
環
境
づ
く

り
に
向
け
て
、
私
自
身
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。　

再生エネルギーの推進

小中一貫教育の取組の現状と今後の展望

程野 教育長

１　再生可能エネルギー普及推進の取組に対するこれまでの成果は？

２　地域脱炭素の実現に向けた現状、課題、将来ビジョンは？

新嵐山スカイパーク経営改革調査特別委員会

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
※
）の
調
査
に

向
け
て
共
通
認
識
を
図
る

※��

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
：
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
全
体

の
土
地
・
建
物
利
用
構
想

新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク

　
　
　
経
営
改
革
調
査
特
別
委
員
会

第13回
特別
委員会

4 17

視察
対応
岐
阜
県
揖
斐
川
町

議
会
が
来
訪

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

第
17
回
　
４
月
９
日（
火
）

調
査
内
容

公
立
芽
室
病
院
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
推
進

　

公
立
芽
室
病
院
が
進
め
よ
う

と
す
る
院
内
に
あ
る
２
６
４
２

本
の
蛍
光
管
全
て
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
こ
と
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
民
間
事
業
者
か
ら

の
リ
ー
ス
形
式
、
も
し
く
は
国

の
助
成
制
度
の
活
用
に
よ
り
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

月
々
の
電
気
量
が
お
よ
そ
91
万

円
の
削
減
に
な
る
こ
と
等
の
説

明
が
あ
り
、
委
員
か
ら
は
芽
室

町
が
進
め
る「
地
球
温
暖
化
防

止
実
行
計
画（
事
務
事
業
編
）」

の
理
念
と
の
整
合
性
や
、
リ
ー

ス
契
約
と
国
の
補
助
制
度
を
活

用
し
た
際
の
必
要
経
費
の
比
較

等
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
こ
と

で
公
立
芽
室
病
院
で
は
年
間
17

ｔ
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
に
つ
な
が
る

こ
と
、
今
後
、
リ
ー
ス
形
式
と

国
の
補
助
制
度
活
用
の
比
較
を

し
な
が
ら
選
択
す
る
こ
と
な
ど
、

担
当
課
か
ら
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
政
策
課
題

　
「
小
中
一
貫
教
育
を
含
む
往

来
的
な
教
育
環
境
の
整
備
」に

つ
い
て
取
組
の
評
価
を
行
い
、

年
度
当
初
に
立
て
た
目
標
に
つ

い
て
は
概
ね
達
成
し
、
次
年
度

も
継
続
し
て
調
査
に
取
り
組
む

と
委
員
会
内
で
の
共
有
を
図
り

ま
し
た
。

　

４
月
18
日（
木
）岐
阜
県
揖
斐

川
町
議
会
か
ら
の
視
察
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
揖
斐
川
町
と
芽
室
町

は
平
成
18
年
に
友
好
都
市
提
携

を
結
ん
で
お
り
、
当
日
は
揖
斐

川
町
議
会
か
ら
13
名
の
議
員
と

町
長
が
来
訪
し
、
午
前
中
は
議

場
で「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
議
会
運
営
」に
つ
い
て
、

実
際
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用

い
た
使
用
体
験
を
中
心
に
座
学

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
座
学
班
と
施
設
見

学
班
と
の
２
班
に
分
か
れ
て
研

修
を
行
い
、
交
流
を
深
め
た
中

で
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

第
18
回
　
４
月
17
日（
水
）

調
査
内
容

令
和
５
年
度
の
政
策
課
題

　

政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
に
も
と

づ
き
、
政
策
課
題
に
①「
め
む

ろ
新
嵐
山（
株
）の
検
証
と
新
嵐

山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」②「
持
続
可
能

な
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い

て
」を
掲
げ
調
査
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
め
む
ろ
新
嵐
山（
株
）

が
経
営
破
綻
し
た
こ
と
に
伴
い
、

新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
経
営
改

革
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
か
ら
①
は
終
了
と
し
、

②
で
は
住
民
の
利
便
性
向
上
、

業
務
の
効
率
化
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
財
政
負
担

軽
減
、
共
同
化
広
域
化
の
対
応

な
ど
の
課
題
は
適
切
な
時
期
に

委
員
会
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
政
策
課
題

　

令
和
６
年
度
は「『
芽
室
町
ま

ち
な
か
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
』の
あ

り
方
に
つ
い
て
」を
政
策
課
題

と
し
ま
し
た
。「
芽
室
町
ま
ち
な

か
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」を
推
進
し

て
い
く
に
あ
た
り
、
中
心
市
街

地
に
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
進
め
ま
す
。
今
後
は
先
進
地

視
察
、
関
係
団
体
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
、
委
員
会
内
で

の
自
由
討
議
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。
調
査
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
は
都
度
報
告
し
ま
す
。

　第13回特別委員会では、今後町が議会に対して提案予定の「新嵐山

スカイパークのグランドデザイン」について、的確な審査・調査とな

るよう、５項目の「調査の視点」と「審査のポイント」を確認しました。

４月 の委員会活動報告
（委員が執筆しています！）

１�　基本理念（事業目的／事業根拠等）に
ついて
２�　経営形態（直営／民営化等）について
３�　事業手法（宿舎・スキー場・レスト
ラン等機能別事業手法）について
４�　事業経費（総事業費／町単独経費／
単年度事業費等）
５�　費用対効果（対象／対象外）について

「調査の視点」及び「審査のポイント」
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随時
更新中

団体や多数で傍聴を希望される方は、資料準備のため事前に議
会事務局までご連絡ください。（0155-62-9731）

６月定例会議のご案内

   3日　　９：３０～　　初　　日
18日　　９：３０～　　一般質問
19日　　９：３０～　　一般質問
21日　　９：３０～　　最  終  日

議会傍聴で芽室の未来が見える！ インターネット中継は
コチラから視聴できます。

（過去の録画もあります）

表
紙
写
真

　

芽
室
南
小
学
校
１
年
生

の
給
食
の
時
間
の
様
子
で

す
。「
美
味
し
い
ね
」っ
て
聞

こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
、
運
動
会
と
か
楽

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
・
・
・

早
く
小
学
校
生
活
に
慣
れ
て
、

た
く
さ
ん
友
だ
ち
つ
く
っ

て
欲
し
い
で
す
ね
。
が
ん

ば
れ
！「
南
小
っ
子
」！
！

編
集

後
記

出席回数 内　　　　訳（回）
本会議・委員会・協議会 研修会 視察対応 調　査 講演要請 会　議 式　典 意見交換会 その他

243 131 9 12 3 1 18 27 5 37

8

　議会白書とは、町民の皆さんに議会の活動を公表し、情報を共有することにより、議会活動の活性化を図っています。議会白書

令和５年度　議長の公務出席状況（令和５年５月～令和６年４月）　出席数　243回公　表

令和５年度　議長交際費（令和５年４月～令和６年３月）公　表

会議名
日時 休憩

時間
実質
時間 議　件

傍聴
人数

ネット
中継

アクセス数会議時間

全 員 協 議 会 第13回 4月17日 0:00 0:47 １．令和５年度議員自己評価結果について 
２．令和５年度議会活性化計画評価案について　他 0 52 11:00～11:47

常 任 

委 員 会

総務 

経済

第18回 4月17日 0:01 0:32 １．令和５年度総務経済常任委員会の抽出事業について 
２．令和６年度総務経済常任委員会の抽出事業について　他 0 52 13:30～14:03

第19回 4月26日 0:03 0:26 １．先進地事務調査について 0 39:30～9:56
厚生 文教 第17回 4月9日 0:01 0:32 １．公立芽室病院における LED 化の推進について 

２．芽室町教育委員との意見交換会について　他 2 ※機器不良に
より計測不能13:30～14:03

議 会 運 営 委 員 会
第28回 4月3日 0:00 0:41 １．議会だより４月号の編集について 

２．議会だより５月号の編集企画について　他 1 1 9:30～10:11

第29回 4月22日 0:01 0:39 １．議会だより５月号の編集について 
２．議会だより６月号の編集企画について　他 0 39:30～10:00

新嵐山スカイパーク経営改革
調 査 特 別 委 員 会 第13回 4月17日 0:01 1:13 １．特別委員会の調査の視点及び審査のポイントについて 

２．委員派遣（視察計画）について 1 52 9:30～10:44
合計 4:57 0:07 4:50 計 4 平均 24.8

ネット中継アクセス数　　（　） 同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示　※インターネット中継を実施しなかった会議
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支出日 支　出　項　目 区分 金額（円）
5月18日 芽室東工業団地親交会「野遊会」会費 渉外費 500
5月21日 東京芽室会定期総会及び懇親会会費 渉外費 6,000
6月11日 第五旅団創立19周年帯広駐屯地創立72周年記念行事会費 渉外費 4,000
6月25日 前北海道議会議員大谷亨退任慰労会会費 渉外費 3,000
7月8日 手島あきら野遊会会費 渉外費 2,000
7月11日 視察等対応用お茶代 渉外費 1,620
7月13日 視察等対応用お茶代 渉外費 5,184
8月3日 視察等対応用お茶代 渉外費 5,184
8月25日 揖斐川町関係者との懇親会会費 渉外費 4,000
9月30日 第30回旭川芽室会　定期総会・懇親会会費 渉外費 8,000
9月28日 議会運営委員会事務調査の際の土産代 渉外費 3,000
10月17日 厚生文教常任委員会所管事務調査の際の土産代 渉外費 3,000
10月21日 十勝川治水100年記念式典及び祝賀会会費 渉外費 5,000
10月23日 視察等対応用お茶代 渉外費 5,184
10月27日 札幌芽室ふる里会総会及び懇親会会費 渉外費 5,000
11月11日 大樹町めむろ会総会及び懇親会費 渉外費 4,000
11月22日 議会運営に係る協議の際の土産代 渉外費 4,500
11月25日 芽室中学校開校50周年記念式典及び祝賀会会費 渉外費 5,000
1月18日 市町村行政懇談会及び市町村新年交礼会会費 渉外費 11,000

支出日 支　出　項　目 区分 金額（円）
1月19日 芽室町商工会新年交礼会会費 渉外費 1,000
1月22日 自衛隊協力団体連絡協議会新年交礼会会費 渉外費 8,000
1月26日 芽室東工業団地親交会定期総会会費 渉外費 3,000
2月7日 新嵐山スカイパーク特別委員会行政視察の際の土産代 渉外費 3,000
2月8日 新嵐山スカイパーク特別委員会行政視察の際の土産代 渉外費 3,000
2月13日 令和6年能登半島地震災害見舞金 渉外費 10,000
2月13日 令和6年能登半島地震災害見舞金振込手数料 渉外費 330
2月19日 新嵐山スカイパーク特別委員会行政視察の際の土産代 渉外費 3,000
2月20日 新嵐山スカイパーク特別委員会行政視察の際の土産代 渉外費 3,000
2月21日 新嵐山スカイパーク特別委員会行政視察の際の土産代 渉外費 3,000
3月22日 視察等対応用お茶代 渉外費 5,184

計 127,686 

区　　　　分 件　数 金　額（円）
渉外費 30件 127,686�
慶祝 件 0�
弔慰 件 0�

計 30件 127,686 


